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１ はじめに 
 中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善及び必要な方策等について（答申）」（2016 年 12 月 21 日）を踏まえて、2017 年
3 月 31 日に学校教育法施行規則（文部省令）が改正され、小学校学習指導要領及び中学校
学習指導要領（文部科学省告示）が公示された。この小学校学習指導要領（以下、「新学習
指導要領」という。）は、2018 年 4 月 1 日からの移行措置を経て、2020 年４月１日から全
面実施される（中学校は、2021 年 4 月 1 日から）。 
 したがって、教職に関する科目「社会科教育法（初等）」受講者の過半を占める 2017 年
度第 2 学年の学生が、教員免許状を取得して教壇に立つときには、新学習指導要領が全面
実施されている。 
 そこで、「社会科教育法（初等）」においては、新学習指導要領を先取りして、指導方法
等を含む教材研究を行い、学習指導案を作成し、模擬授業を実施している。 
 模擬授業は、受講学生が２人１組となり、各学年の内容を分担して実施している。本稿
では、そのうち、第６学年「古墳」の模擬授業の取り組みを紹介する。 
 
２ 新学習指導要領（第２章各教科第２節社会）に基づく学習指導案作成上の留意点 
（１）社会科の目標 
社会科の目標は、現行の小学校学習指導要領（2008 年 3 月 28 日公示。以下「現行
学習指導要領」という。）によると、「社会生活についての理解を図り，我が国の国土
と歴史に対する理解と愛情を育て，国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形
成者として必要な公民的資質の基礎を養う」1)ことであるのに対して、新学習指導要
領では、「社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通
して，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形
成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。」と
し、「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の三
つの資質・能力に関わる具体的な目標を示している 2)。 
 
（２）第２ 各学年の目標及び内容〔第 6 学年〕１目標 
「社会的事象の見方・考え方を働かせ，学習の問題を追究・解決する活動を通して，
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次のとおり資質・能力を育成することを目指す。」3)として、(1)から(3)までの資質・
能力を示している。以下、歴史に関する部分を抜粋する（太字及び…（省略）は筆者。
以下、同じ。）。 
(1)は、「国家及び社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産…に
ついて理解する」3)（知識）。「地図帳や地球儀，統計や年表などの各種の基礎的資料
を通して，情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。」3)（技能） 
小学校学習指導要領説社会編（以下、「解説」という。）によると、「我が国の歴史
上の主な事象を手掛かりに，大まかな歴史を理解するとともに，関連する先人の業績，
優れた文化遺産の働きなどを理解する」。「ここでいう「適切に」とは，情報の出典や
作成時期，作成者を確かめたり，聞き取り調査やコンピュータなど集める手段の特性
に留意したりして情報を集めること，資料の特性に留意して情報を読み取ること，必
要な情報を整理して白地図や年表，図表などに効果的にまとめることなどを指してい
る。」4) 
(2)は、「社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考える力，社会に見られ        
る課題を把握して，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，考えた
ことや選択・判断したことを説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。」3)
（思考力，判断力，表現力等） 
(3)は、「社会的事象について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，よ
りよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，多
角的な思考や理解を通して，我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情，我が
国の将来を担う国民としての自覚や平和を願う日本人として世界の国々の人々と共に
生きることの大切さについての自覚を養う。」3)（学びに向かう力，人間性等） 
 
（３）第２ 各学年の目標及び内容〔第 6 学年〕２内容 
以下、関係する歴史に関する部分を抜粋する。 
「(2) 我が国の歴史上の主な事象について，学習の問題を追究・解決する活動を通し
て，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。その際，我が国の歴史上の主な
事象を手掛かりに，大まかな歴史を理解するとともに，関連する先人の業績，
優れた文化遺産を理解すること。 
(ｱ) 狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和朝廷（大和政権）による統一の様子
を手掛かりに，むらからくにへと変化したことを理解すること。その際，神
話・伝承を手掛かりに，国の形成に関する考え方などに関心をもつこと。（知
識） 
(ｼ)遺跡や文化財，地図や年表などの資料で調べ，まとめること。（技能） 
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      イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ)世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，我が国の歴
史上の主な事象を捉え，我が国の歴史の展開を考えるとともに，歴史を学ぶ意
味を考え，表現すること。」5)（思考力、判断力、表現力等） 
（４）第２ 各学年の目標及び内容〔第 6 学年〕３内容の取扱い 
以下、関係する歴史に関する部分を抜粋する。 
  「(2) 内容の(2)については，次のとおり取り扱うものとする。 
ア アの(ｱ)…については，児童の興味・関心を重視し，取り上げる人物や文化遺
産の重点の置き方に工夫を加えるなど，精選して具体的に理解できるようにする
こと。… 
イ アの(ｱ)…については，例えば，国宝，重要文化財に指定されているものや，
世界文化遺産に登録されているものなどを取り上げ，我が国の代表的な文化遺産
を通して学習できるように配慮すること。」6) 
（５）第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 
以下、関係する歴史に関する部分を抜粋する。 
「１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。 
(1) 単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向
けて，児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際，問
題解決への見通しをもつこと，社会的事象の見方・考え方を働かせ，事象の特色や
意味などを考え概念などに関する知識を獲得すること，学習の過程や成果を振り返
り学んだことを活用することなど，学習の問題を追究・解決する活動の充実を図る
こと。 
(2) 各学年の目標や内容を踏まえて，事例の取り上げ方を工夫して，内容の配列や授
業時数の配分などに留意して効果的な年間指導計画を作成すること。 
２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。 
(1) 各学校においては，地域の実態を生かし，児童が興味・関心をもって学習に取り
組めるようにするとともに，観察や見学，聞き取りなどの調査活動を含む具体的な
体験を伴う学習やそれに基づく表現活動の一層の充実を図ること。また，社会的事
象の特色や意味，社会に見られる課題などについて，多角的に考えたことや選択・
判断したことを論理的に説明したり，立場や根拠を明確にして議論したりするなど
言語活動に関わる学習を一層重視すること。 
(2) 学校図書館や公共図書館，コンピュータなどを活用して，情報の収集やまとめな
どを行うようにすること。また，全ての学年において，地図帳を活用すること。 
(3) 博物館や資料館などの施設の活用を図るとともに，身近な地域及び国土の遺跡や
文化財などについての調査活動を取り入れるようにすること。また，内容に関わ
－ 95 －
教職実践センター研究紀要  第6号  2018年2月
作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部
る専門家や関係者，関係の諸機関との連携を図るようにすること。」7) 
（６）カリキュラム・マネジメント 
    「各学校においては，児童や学校，地域の実態を適切に把握し，教育の目的や目標の
実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと，教育課程の
実施状況を評価してその改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的又は物
的な体制を確保するとともにその改善を図っていくことなどを通して，教育課程に基
づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくことに努める。」8) 
（７）教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成 
   「各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報
モラルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成してい
くことができるよう，各教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の
編成を図るものとする」9)。 
    以上の留意点は、現行学習指導要領を否定するものではない。むしろ徹底するためによ
り明確化したものと解すべきである。 
    また、ここに示した留意点を、毎回の授業ですべて取り上げる必要なく、また現実的で
はない。むしろ、カリキュラム・マネジメントとして、「各教科等及び各学年相互間の関連
を図り，系統的，発展的な指導ができるように」10)、単元計画や年間計画、さらには第 3
学年から 6 学年に至るまでの教科縦断的な視点、及び教科等横断的な視点に立って、全体
としてバラスよく資質能力を育成することを考えるべきである。 
 
  ３ 具体的な指導事例 
第 6 学年「古墳」の授業では、以上の留意点に立った、具体的な工夫事例として、次
のようなことが考えられる。 
(1)「古墳」について 
  ①「古墳」が身近にあり、児童が日頃から慣れ親しんでいる場合や、第 3 学年（現行
学習指導要領では、第 3 学年及び第 4 学年。以下、同じ。）で、「身近な地域や市区町
村の様子」を「観察・調査したり地図などの資料で調べたり」、特別活動〔学校行事〕
(4)遠足・集団宿泊行事 等において、「古墳」に関わる観察や調査・見学等の直接的
な体験や学習をしている場合は、それらと結び付ける。 
 ② ①のような体験や学習をしていない場合には、図書館（学校図書館や公共図書館）、
博物館、資料館等の施設やコンピュータ（タブレットを含む。以下、同じ。）を活用
して、資料の収集・活用・整理などを行う。専門家や関係者，関係の諸機関と連携す
る。 
   例１ 図書館で、身近な地域の「古墳」について調べる。 
   例２ 博物館、資料館を見学し、身近な地域の「古墳」について調べる。その際、 
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     学芸員等の説明を聞く。 
   例３ コンピュータで、身近な地域の「古墳」について調べる。例えば、栃木県総
合教育センターのホームページ「とちぎふるさと学習（とちぎのひと・もの・
こと・かず）」―「栃木の古墳 4．栃木県内の国または県指定史跡になってい
る古墳」―「家の近くの古墳を調べてみましょう」のページには、県内９市８
町の３９基の一覧表が掲載されている 11)。 
 (2)関連する先人の業績について 
  「前方後円墳」と名付けた、栃木県宇都宮市出身の蒲生君平について、 
① 「蒲生君平勅旌碑（ちょくせいひ）」（宇都宮市花房 3 丁目）、蒲生神社(宇都宮市
塙田５丁目) 、墓所（分葬）（宇都宮市清住１丁目桂林寺境内）、蒲生君平顕彰碑
（宇都宮市馬場通１丁目二荒山神社境内）、蒲生君平先生奉賛書道展等日頃から慣
れ親しんでいる場合や、〔第 3 学年〕（現行学習指導要領では、〔第 3 学年及び第 4
学年〕以下、同じ。）で、「身近な地域や市区町村」の様子を「観察・調査したり
地図などの資料で調べたり」、特別活動〔学校行事〕(4)遠足・集団宿泊行事 等
での、「古墳」に関わる観察や調査・見学等の直接的な体験や学習をしている場合
は、それらと結び付ける 12)13)。 
② ①でない場合には、(1)の②に準じる。 
   例 栃木県総合教育センターのホームページ「とちぎふるさと学習（とちぎのひと・
もの・こと・かず）」の「とちぎにゆかりのある人物―蒲生君平」―「3．「前方
後円墳」はどのようにして名付けられたのか」13) 
 (3)調べたことをまとめ発表する。その際、コンピューターや教育機器を活用する。 
 (4) 児童が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を，計画的に
取り入れる。 
(5) 児童が自ら学習課題や学習活動を選択する機会を設けるなど，児童の興味・関心を
生かした自主的，自発的な学習が促されるよう工夫する。 
 (6) 主体的・対話的で深い学びの実現に向け、 
「特に，各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり，思考力，判断力，
表現力等や学びに向かう力，人間性等を発揮させたりして，学習の対象となる物事を
捉え思考することにより，各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方（以下
「見方・考え方」という。）が鍛えられていくことに留意し，児童が各教科等の特質
に応じた見方・考え方を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，
情報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考え
を基に創造したりすることに向かう過程を重視した学習の充実を図ること。」14) 
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４ 第 6 学年の「古墳」の模擬授業のための 
学 習 指 導 案 
                     対象 第６学年〇組 
                   使用教科書 「新編新しい社会６上」東京書籍 
                   指導者    土屋萌衣・牟田裕美奈 
１ 単元名  縄文のむらから古墳の国へ 
 
２ 単元目標  
・ 国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産について興味・関
心と理解を深めるようにするとともに，我が国の歴史や伝統を大切にし，国を愛する
心情を育てるようにする。                （関心・意欲・態度） 
・ その時代の遺跡や出土品からどのような暮らしだったかを予想し、話し合いながら考
えることができるとともに、自ら調べたこと結果をわかりやすくワークシートにまと
めることができるようにする。              （思考・判断・表現） 
・ 自らのタブレットを使用し、インターネットを用いて調べ学習をすることで、より詳
細にまとめることができるようにする。                 （技能） 
・ 遺跡や出土品を通して、時代背景を理解し、自分たちの住む地域にも遺跡や古墳があ
ることを知り、地域との関係があることをわかるようにする。   （知識・理解） 
 
３ 単元観 
 （１）単元について 
  この単元は、学校の近くにも遺跡や古墳があり、児童がイメージをもちやすくなるた
め設定した。また、総合的学習の時間等でのインターネットを使用した調べ学習を活かし、
より深く学べるようにしていきたい。そして第３学年の時に地域探検でふれた地域の遺跡
や古墳についても、より深く学び地域への興味を喚起する。 
 
 （２）児童の実態について 
  児童は、教科書に載っている遺跡や古墳図や写真では、それらがどのくらいの大きさ
で、どのようなものなのかイメージがつかめない。そこで、パソコンやタブレットで調べ、
グーグルアースを通して遺跡や古墳を、上や横等様々な角度から見ることで、大きさや形
を実感させたい。 
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４ 単元の展開計画         総指導時間 8 時間 
 （１）三内丸山遺跡と縄文のむら   1 時間 
 （２）板村遺跡と米づくり      1 時間 
 （３）縄文時代と弥生時代のくらし  1 時間 
 （４）むらからくにへ        1 時間 
 （５）巨大古墳と豪族        2 時間（本時 2／2） 
 （６）大和朝廷と国土の統一     1 時間 
 （７）まとめ            1 時間 
 
５ 本時の指導 
 （１）題 目 
   古墳について調べよう。 
 （２）本時の目標 
   ・ インターネットを使用し，古墳についてグループで協力し合いながら調べ，結
果を記録し発表することができる。          （観察・資料活用の技能） 
（３）授業の観点 
   ・ 自ら興味をもった古墳に対して種類や大きさ、場所に着目させ、インターネッ
トを正しく使用することができたか、観察するにあたり有効に使用できたか。 
 
（４）展開              ◎児童指導上の留意点 ※人権教育上の配慮 
具体目標 学習活動 指導上の留意点 資料・準備 
前時の学
習を思い
出し、見本
を確認す
ることで
本時の学
習内容を
把握する
ことがで
きる。 
 
 
 
 
1 前時の学習を
振り返り，本時の
内容を確認する。 
○古墳はお墓だと
いうこと。 
○古墳は，大きさ
や形，出土品，作
成時期等が様々だ
ということ。 
 
 
 
 
 
・ 前時に教師が見本として作成した記
録例を提示し、児童達がイメージしやす
くする。 
◎ 児童が主体的・対話的に活動できる
よう，グループを 4 人 1 組にする。 
 
 
 
・教師が前時
に作成した
資料 
・教師のタブ
レットをデ
ィスプレー
につないで
おく。 
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タブレッ
トで正し
くインタ
ーネット
を使用し，
古墳につ
いて調べ
ることが
できる。 
 
自分で調べ
た古墳につ
いて分かり
やすくワー
クシートに
まとめるこ
と が で き
る。 
 
調べた古
墳を発表
すること
ができる。
友達の発
表を聞く
ことがで
きる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 各々のタブレ
ットを使用し，自
分の調べたい古墳
を見つけ，調べる。 
○調べたい古墳が
見つかった人から
ワークシートを受
け取る。 
 
 
3 調べた内容を
ワークシートにま
とめる。 
 
 
 
 
 
 
4 調べた古墳を
発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ グループ内で全員が情報交換をしな
がら調べるよう促す。 
・ 調べたい古墳が見つからない児童の
ために，地域探検で行った古墳や教科書
に載っている古墳，県内の古墳等の助言
をする。 
 
 
 
 
・ 調べる内容が分からない児童のため
にあらかじめ調べてもらいたい情報を
ワークシートに設けておく。 
・ 早く調べ学習が終わった児童のため
に、蒲生君平について調べる欄を設けて
おく。 
 
 
 
・ タブレットをディスプレーに接続
し，アプリ（グーグルアース）で古墳の
場所や形を示し，より深く興味を引くよ
う工夫する。 
・ 個人でもグーグルアースが使えること
を伝え，家庭学習につなげるようにする。 
 
※ 友達の調べた内容の良さを認め合
いながら聞くことができるよう指導，助
言する。 
・タブレット 
・ワークシー
ト 
・グーグルア
ース 
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自分たち
の地域に
も古墳が
あること
を知るこ
とができ
る。 
 
5 栃木県内の古
墳について知る。 
 
 
 
 
 
・ 自分たちの住む県や地域にも有名な
古墳があることを伝え，地域への興味を
もてるようにする。 
・ 栃木県内の国家及び社会の発展に大
きな働きをした先人の業績や優れた文
化を伝える。 
 
 
 
 
注 
1)現行学習指導要領第２章各教科第２節社会第１目標 
2)新学習指導要領第２章各教科第２節社会第１目標 
なお、これは、第 1 章総則第１小学校教育の基本と教育課程の役割３ のうち、下記を
受けて各教科で再掲しているものである。 
「２の(1)から(3)までに掲げる事項の実現を図り，豊かな創造性を備え持続可能な社
会の創り手となることが期待される児童に，生きる力を育むことを目指すに当たって
は，…指導を通してどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら，教
育活動の充実を図るものとする。その際，児童の発達の段階や特性等を踏まえつつ，
次に掲げることが偏りなく実現できるようにするものとする。 
(1) 知識及び技能が習得されるようにすること。 
(2) 思考力，判断力，表現力等を育成すること。 
(3) 学びに向かう力，人間性等を涵養すること。」 
 3)新学習指導要領第２章第２各学年の目標及び内容〔第 6 学年〕１目標 
4)解説第３章 各学年の目標及び内容第４節 第６学年の目標及び内容１第６学年の目標 
5)新学習指導要領第２章第２各学年の目標及び内容〔第 6 学年〕２内容 
6)新学習指導要領第２章第２各学年の目標及び内容〔第 6 学年〕３内容の取扱い 
7)新学習指導要領第２章第３指導計画の作成と内容の取扱い  総則を各教科で具体化 
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8)新学習指導要領第 1 章総則第１小学校教育の基本と教育課程の役割４ 
9)新学習指導要領第１章総則第２教育課程の編成１ 
10)新学習指導要領第 1 章総則第２教育課程の編成３教育課程の編成における共通的事項
(3)指導計画の作成等に当たっての配慮事項イ  
11)栃木県総合教育センターのホームページ「とちぎふるさと学習（とちぎのひと・もの・
こと・かず）―とちぎのもの―とちぎの建物―栃木の古墳 1．栃木県（とちぎけん）の代
表的な古墳とその形 2．栃木県の古墳にはどのような特徴があるか 3．栃木の古墳はど
のように移り変わってきたか 4．栃木県内の国または県指定史跡になっている古墳」 
http://www.tochigi-edu.ed.jp/furusato/detail.jsp?p=41&page=1 以下 
12)栃木県総合教育センターのホームページ「とちぎふるさと学習（とちぎのひと・もの・
こと・かず）―とちぎのひと―とちぎにゆかりのある人物―蒲生君平 1．蒲生君平（がも
うくんぺい）とはどのような人物か 2．蒲生君平の略年表 3．「前方後円墳」はどのよう
にして名付けられたのか 4．「寛政の三奇人（かんせいのさんきじん）」と呼ばれた蒲生君
平 5．君平ゆかりの蒲生神社（がもうじんじゃ）」 
    http://www.tochigi-edu.ed.jp/furusato/detail.jsp?p=4 以下 
13)模擬授業実施後であるが、下野新聞 2018 年 2 月 15 日に、「知ってますか？宇都宮出身、
江戸後期に活躍した儒学者 蒲生君平 生誕 250 年」という記事が載った。 
14) 新学習指導要領第１章総則第３教育課程の実施と学習評価１主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善(1) 
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